青明舎フェイスシート

平成21年5月4日　担当：竹内　一貴　

	登　録　者
	氏　名　　　下妻　康貴　様　　　　　　　男・女　　昭和48年4月20日（36歳）

	
	〒 住　所　八戸市根城字馬場頭15-4315-43松園ハイツ202号室 電話090-5351-3318

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	H5年（20歳頃）
	罹 患 期 間
	約13年

	
	入院回数
	2　回
	延べ入院年数
	約1年11ヶ月

	医療機関
	青南病院（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	週1回（火曜日）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000円
	精神保健福祉手帳

（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（約6.7万円）

	
	その他
	パート収入（約3万）

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	パセリー菜（パート）、ナイトケア

	住まいの場
	アパート

	登録年月日
	H16年10月31日
	身長
	180cm
	体重
	67kg

	最終学歴
	神奈川大学工学部（夜間部）中退
	免許・資格
	危険物取扱者乙4種、2級ボイラー技士

普通自動車免許

	職　歴
	（株）内藤電誠、NEC、ソニー事務所、東北タンク協会（ガソリンスタンド）

	保　護　者
	氏名　　下妻　敏夫　様　　　　　　　父　　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

・困った時の相談場所

	入院・治療歴（初診H8年5月　外来　八甲病院）

平成11年 3月～平成11年  4月　入院　　みちのく記念病院

平成12年11月～平成14年10月　入院　　青南病院

平成14年11月～　　　　　　　　外来　　　〃

	生活歴

同胞3名の第1子。古川中学校、光星野辺地工業高校を卒業後、神奈川大学電気工学部（夜間部）に入学する。日中は仕事、夜は大学へ通っていたが、体調を崩し学業不振となる。大学は3年時に中退し、帰郷する。帰郷後は就職するが「会社でいじめられる」等の被害的発言や「自分の考えが他者に伝わる」等の発言があり、H8年5月より八甲病院に通院するが、通院・服薬ともに中断し、入院を繰り返す。H12年11月頃勤務先の変更をきっかけに周囲を気にしたり、日に何度も手洗いをしたり、強迫行為や夜間不眠の症状が出現。また、親から小遣いを貰い無断で上京し東京に住む妹のアパート付近で発見され行動の異常に気付いた住民により警察に通報される。警察に妹が引き取りに行くが、その後アパートで包丁を隠し、妹の首を絞めるなどの行為がみられ、翌朝母が妹のアパートに来た際、本人が抵抗するが説得し帰八する。H12年12月青南病院受診し入院となる。退院後H14年11月に青山荘に入所し、1ヶ月後に、うみねこ幸房を利用する。15年5月頃、「アルバイトがしたい」との話しがあるが条件に合わず諦める。職親の利用に対しては拒否的であるが、職安で希望も希望の仕事が見つからず、仕事が見つかるまでのステップアップとして職親をする。H15年11月からパセリー菜での社会適応訓練を開始しH16年10月青山荘を退所し、アパートでの単身生活を行なっている。H18年11月から職親からパートへ切り替わる。また、夜間は仲間との交流、生活リズム確立の為ナイトケア利用中。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　月に一度は父親がアパートに来ている。その際に灯油を一緒に購入している。弟、妹とは電話で連絡をとる程度で殆ど交流はない。


平成21年5月4日　（月）

	氏　名
	下妻　康貴　様
	男・女
	生年月日
	　昭和48年4月20日　　（36歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 安定した単身生活・就労生活を送る


	これまでの経過（前回評価日：H20年2月4日）　

	一週間の予定

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

パート

外来・訪問

パート

パート

パート

休日

休日

ナイトケア

ナイトケア

ナイトケア

ナイトケア

ナイトケア

現在、月～金ナイトケア利用、月・水～金パセリー菜、火曜日外来、アパート訪問（1/2W）

【就労について】

・H18年11月～現在：パセリー菜のパート（植物の栽培、接客等）

H15年11月からパセリー菜での社会適応訓練を開始している。H18年11月よりパート雇用となり、パセリー菜にて1日3時間、週4回勤務している。仕事内容については特に不安感を訴えることなく、他のパセリー菜の従業員とも適度に交流を持っており、トラブル等もみられない。

　H20年3月頃、通所から「生活が厳しい。もっとお金を稼げるところで働きたい」との発言があると情報提供あり。H20年4月28日面談実施。本人より「違う職種にも興味がある」「就労時間を増やして、今より多く（賃金を）貰いたい」との希望が聞かれている。同様の内容を担当医に相談したところ、無理に職場を変える必要は無いことを説明されたとの事。本人と再度面談を実施し、今後の方向性について確認を行い、援助方針を検討予定としている。

・H20年1月　～　H20年6月：高森薬局アルバイト（薬局補助業務）

パセリー菜での勤務と並行してH20年1月21日～H20年6月30日まで高森薬局にてアルバイトとして勤務していた。勤務を掛け持ちすることに対しては「今後一般就労をしていく上では、今より長時間の勤務になるから、徐々に時間を増やして慣れていきたい」との希望があった。薬局でのアルバイトに対して、「やりがいがあった」と話している。勤務を掛け持ちすることに対して疲労感があるときには自らスタッフに訴えることができているが、事業主に自らの疲労感について話すことはできていなかった。

【対人関係について】

職場での対人関係については良好であり、特記する問題点は見られない。日常生活の上での対人関係で特定のナイトケア女性利用者から頻回に電話が来る、休日にアパートに尋ねてくる、ナイトケア利用時一方的な話しかけが頻回との関わりから本人がストレスを抱えてしまうことがある。上記の行動についての対応方法として、21時以降の電話にでない、一方的な話しかけに対してはヘッドフォンを付けて相手の話を聞かない等の対応を行っている。自分なりの対応を行うことができるが、相手からの関わりが継続している。本人がストレスを抱えている場合・対応方法が分からない場合には自らスタッフに相談することできている。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①現在の作業の振り返り・他事業所の見学等の就労支援
	○現在の作業の振り返り

· 本人の中での現在の就労におていの問題点を整理し、具体化する。

· 問題点についての対処方法を検討する。

· 本人が職場環境での問題点がある場合はパセリー菜と環境調整を行う。

○他事業所の見学などの就労支援

· 本人の職場変更を希望する要因について明確化する。

· 本人の目標を具体的にする。

· 他事業所の見学などを行い、現在の職場と比較検討を行う。

· 転職に伴う環境変化・生活リズムの変化について本人に伝える。


	3ヶ月

	②対人関係のストレスの緩和・対処方法の検討
	· 相談しやすい環境を作る。

· 定期的に訪問を実施し、その都度本人の話を聞きストレスとなる問題点について明確化する。

· ストレスとなる問題点については対応方法を共に検討する。

· 各関係機関に情報提供と情報収集を行い、情報共有を行う。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：竹内　一貴

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　

敏夫　市内在住





一葉　市内在住





祥子（27歳）市内在住





淳（33歳）東京在住





本人（34歳）








